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工
指
の
指
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前
方
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さ
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た
両
手
の

事
を
０
い
合
わ
せ
、
人
に
五
指
を
徐
々
に
曲
げ
な
が

ら
左
右
か
ら
法
近
さ
せ
て
両
手
が
会
う
所
て
五
指
が

全
く
員
ら
れ
て
上
下
に
■
ね
合
わ
せ
る
。
映
画
の
接

り
の
手
法
を
真
似
た
も
の
。

（次
第
に
周
日
か
ら
円

を
縮
め
ら
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て
一真
”
が
消
え
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行
く
）
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政
治
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委
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記
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「
億
え
る
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と
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。

気
お
く
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恐
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」
と
同
じ
手
ま
た
。

気
を
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る
　
監
督
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―
し
う
か
り
す
る
。

構
織
　
夫
々
人
ま
お
と
中
指
を
前
方
に
さ
し
た
両

手
を
胸
の
前
で
平
行
に
し
て
　
交
互
に
前
方
か
ら
下

へ
と
丸
く
回
転
さ
せ
る
。

議
会
　
政
治
―
議
論
―
会

気
兼
た
　
「
述
慮
」
と
同
じ
手
ま
ね

期
間
　
何
万
何
ロ
ー
か
ら

（時
の
流
れ
―
何
月
何

●
―
ま
で

（終
り
）

固
く
　
人
差
指
の
指
頭
で
同
じ
側
の
■
に
向
っ
て

投
げ
つ
け
る
よ
う
に
指
す
。
■
に
入
れ
る
．
即
ち
関

く
の
で
あ
る
。

効
く
　
案
―
―
適
す
る
・

証
く
　
五
指
の
指
頭
を
前
方
に
さ
し
事
を
左
側
に

向
け
た
右
手
を
前
べ
さ
し
出
し
て
な
く
。
Ｊ
ど
う
な

の
？
」
と
“
手
に
手
を
さ
し
出
し
て
訓
く
身
振
り
。

「尋
ね
る
」

「
何
に
」

「
ど
う
」
と
の
疑
問
詞
的
に

使
わ
れ
る
手
ま
な
。

危
険

　

「危
い
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

機
燎
　
０
　
攘
疑
が
悪
い
。
親
指
と
人
差
■
の
指

式
を
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右
の
眉
の
間
に
つ
け
る
ば
力、
り
に
し
て
、
皮

膚
を
つ
ま
む
よ
う
に
■
指
の
指
頭
を
合
わ
せ
る
。
撼

癒
の
悪
い
時
に
、
眉
間
に
級
を
寄
せ
る
こ
と
を
表
わ

す
。
け
　
機
班
が
よ
い
。

「機
雄
が
悪
い
」
と
は
反

対
に
、
眉
の
間
に
し
た
親
指
と
人
差
指
の
指
頭
を
合

わ
さ
す
に
、
二
指
の
間
を
広
く
開
く
。

気
候
　
冬
い
１
，
い
―
い
ろ
い
る
。
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し
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け

五
指

の
Ｆ
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を
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に
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よ
手

で
、

な

だ
ら

か
な

丘
曖

を
描
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て
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。

気
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期

日
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何
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何
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手

ま
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よ

し

．

汽
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発

ず
，

実

の
手

ま
れ

の
要

領

で
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を
求

わ

し

て
、
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を
内
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向

け
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汽
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ま

か
く

上

下

に

勤
揺
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せ
な
が

ら
五

べ
移
行

さ
せ

る
。

記
者

　
新
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「
作
家
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と
同
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要

領

の
手

ま
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肇

　
人

差
Ｆ

と
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指

て

つ
く

っ
た
輪

を
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の
よ

に

つ
け

る
。
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ち

　

幅
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。
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指
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を
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手
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の
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、

二
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の
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を

口

０
前

で

つ
け
合

わ
す

。
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赤

＾
血

）
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、
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指
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ろ
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真
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．
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の
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大
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。
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一̈一一一鼻摯横

を
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下
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。
油
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，
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